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◇スピントロニクスの可能性へ挑戦
　電子は負の電荷を帯びています。質量もあります。加えてス
ピンを持っています。物質の中で電子のスピンが揃うと、その
物質は磁石になります。半導体の中で電子の電荷を使って情
報を処理するのが集積回路です。沢山の磁石を用意してその
S 極 N 極の向きを情報として記憶するのがハードディスクです。
今のエレクトロニクスは、このように電荷とスピンを別々に使っ
ています。私の研究テーマは、電荷とスピンを同時に使う新
しいエレクトロニクス、スピントロニクスです。これまでに半
導体と磁石の性質を併せ持つ新しい強磁性半導体を創成し、

それを用いて初めて磁性を電界でオンオフすることに成功、
磁化の方向を電界で制御するなどの新しい現象を発見してき
ました。非磁性半導体内のスピンコヒーレンスの基礎的研究
も進めています。加えて、磁気トンネル接合と CMOS 回路 を
用いた不揮発性メモリ・ロジック集積回路を開発しています。
スピンと電荷を使って、基礎的には物質の磁性を制御して物
理学に新しい知見をもたらし、応用としては新しい集積回路さ
らには粒子の量子力学的性質を利用した素子をつくることに
携わっています。

強磁性相転移を電界で制御する

強磁性半導体 (In,Mn)As に電界を印加してキャリア
（正孔）を増減させることにより、等温・可逆的に強
磁性相転移をオン・オフすることが可能であること
を初めて示した。

◇人生を楽しみながら、科学や工学を存分に楽しむ
　「広い意味の語学力」を身につけて欲しいと思います。英語
という意味だけではなく、日本語においても論理を組み立て
て、話して書ける能力を養って欲しいのです。日本語でできな
ければ、英語では絶対にできるはずはありません。今うまくい
かなくても、意識して五年間続ければ全く違います。一流研
究者は書くのも速く論理もしっかりしています。私たちもやる
からにはそれなりの存在感を世界に示したいわけです。その
ためには広い意味での言語能力が必要です。

　次に、新しい土俵を作る意識を持ってください。与えられた
境界条件でベストを尽くすのは当然ですが、それ以上の変化
を成し遂げようと常に意識してください。新しい発見をする確
率が高くなります。加えて、自分の恵まれた環境を意識して、
他の人に貢献する意識を少し持つことも大切です。情けは人
のためならずで、自分の目線を高く保つことができます。
　最後に、人生を楽しみましょう。文学、スポーツ、音楽、
そして自分がやっている科学や工学を存分に楽しんでくださ
い。人生は無限にあるわけではないのですから。


